公募要領

1. 所属　教育研究院自然科学系
2. 担当学部・研究科　理学部自然環境科学科・物質循環科学講座
         　　　　　大学院自然科学研究科　環境共生科学専攻・自然システム科学大講座

3. 担当科目　理学部：気象学、自然環境科学概論、環境流体力学、環境熱力学（担当予定）、課題研究
            自然科学研究科：前期課程：大気物理学特論Ⅱ、特定研究

後期課程：地球物理学特論Ⅱ、特定研究　　その他
4. 職種・人員　教授1名（または准教授）

5. 採用予定日　平成19年6月1日以降なるべく早い時期

6. 給与　国立大学法人新潟大学職員給与規程による。


7. 職務内容・条件：　下記の研究と教育を行う。

①グローバルな気候・気象システム、②日本海側の降雪・降水システムの解明と量的な変動予測、③気象・雪氷災害の予測、④人間活動と関わりの深い境界層の研究など、広い意味での気象学。
他大学、研究機関等との連携のもと本学を中核とした学際的プロジェクトの遂行が可能な高い指導力と協調性に加え、エネルギッシュな比較的若い年齢の研究者を希望する。

8. 応募資格
(1) 博士の学位を有する、50歳前後かそれ以下の方（准教授の場合は、40歳前後かそれ以下の方）。

(2)　気象学関連分野において優れた研究業績があること。 

(3)　学士課程における基礎的な科目である気象学の講義に加え、大学院での大気力学、気候変動、寒冷圏気象学、地球・応用雪氷学関連の教育に意欲があり、教育者としても十分な資質を有すること。 

(4) 学際的プロジェクトの立ち上げと遂行に意欲があること。


9. 応募書類（各１部）
(1)　履歴書（連絡先、大学入学以降の学歴、研究・教育歴、学位、外部資金獲得状況、受賞歴など）
(2)　研究業績目録（学位論文、査読付きの原著論文、総説、著書、その他に区分）
(3)　主要論文（５編以内）の別刷あるいはコピー
(4)　これまでの研究教育概要と採用された場合の教育・研究の抱負を2,000字程度にまとめたもの
希望職種（教授、准教授、どちらでも可）を記載のこと　

(5)　応募者について意見を伺える方2名の氏名と連絡先
　　　
10. 応募の締切　平成19年 3月19日(月) 必着　　
　
11. 選考方法　応募書類による選考を行う。最終選考で面接を行うことがある。


12. 提出書類の送付及び問合せ先
 (1)　送付先　〒950-2181 新潟市五十嵐2の町8050番地　新潟大学教育研究院自然科学系庶務係
　　　　 (封筒の表に「自然システム科学・地球科学系教員応募書類在中」と朱書きし、簡易書留郵便で送付のこと)
（注）応募書類は選考以外の目的には使用しません。選考終了後は選考を通過した方の情報を除き、全ての個人情報を責任持って破棄し、返却いたしません。

 　(2)　問合せ先　〒950-2181 新潟市五十嵐2の町8050番地　新潟大学教育研究院自然科学系　
（理学部自然環境科学科）
　　　　　　　担当教授　西村浩一　電話・Fax 025-262-6145(直通)　E-mail: knishi@env.sc.niigata-u.ac.jp　

備考 
当該学部、大学院ともに、物理・化学・生物・地学の基礎理学を学ぶとともに、グローバルな視野のもと、種々の環境問題に対応できる科学的な自然認識と創造性あふれる人材の養成をめざした教育が実施されてきた。このうち理学部自然環境科学科は、1994年の設立から13年を経過し、これまでの総括とその後の社会的要請と教員構成の変化を踏まえ、講座体制、カリキュラムの変更も含めた将来構想の検討が進められている。その骨子は、地球科学と広義の生物科学を2つの大きな柱に据え、両者を化学と物理学を媒介にゆるやかに結合しようという内容である。
当該学部と大学院の活動内容については，以下のホームページを参照のこと。 

　新潟大学理学部自然環境科学科　URL: http://www.sc.niigata-u.ac.jp/environment/index.html
新潟大学大学院自然科学研究科　URL: http://www.gs.niigata-u.ac.jp/~gsweb/index.html
